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第 13 章 
社会（公民） 

名前：  
日 付 

No.02 
企業・労働 

 
 
[問題 1] 

右の図を見て，次の各問いに答えよ。 
(1) 図中の A～C に適する語句を書け。 
(2) 図のようなしくみで運営されている会社を何というか。 
 
[解答欄] 

(1)A  B  C  (2)  

 
 
[問題 2] 

株式会社について，次の①～③の文中の下線部が正しければ○を，まちがっていれば正しい語句を 
書け。 

① 株式会社は，株式を発行して資金を集めて設立された会社である。 
② 株式を購入した人は，株主とよばれる。 
③ 株式を購入した人は，取締役会に出席する権限をもっている。 
[解答欄] 

①  ②  ③  

 
 
[問題 3] 

下の各文のうち，正しいものをすべて選び，記号で答えよ。 
ア 会社が倒産した場合は，自分の出資金だけの損失ですむ。 
イ 株主総会での議決権は 1 人 1 票である。 
ウ 期ごとにかならず配当を受け取ることができる。 
エ 持っている株を売ったり，買ったりできる。 
[解答欄] 

 

 
 
[問題 4] 

株式会社について，正しく説明しているものを次のア～エより 1 つ選び，記号で答えよ。 
ア 株式会社は，株式を発行して資金を集めて設立された会社である。 
イ 株式を購入した人を，仲買人という。 
ウ 株式を購入した人は，取締役会に出席する権利を持っている。 
エ 株式を購入した人は，企業の利潤を配当としてすべて得ることができる。 
[解答欄] 
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[問題 5] 

株式会社の株価は，企業の事業活動等により日々変化している。資料の新聞の見出しを見て，一般に 
株価が上がると考えられる企業を A～D から 2 つ選べ。 

 
企業名 新聞記事の見出し 

A ヒット商品誕生か？開店前から客の大行列!! 
B 欠陥商品が相次いで発覚!! 信用ガタ落ち!! 
C オリンピックでメダルラッシュ!! 選手の所属企業の人気が高まる!! 
D 社長が収賄容疑で逮捕!! 企業のイメージ悪化!! 

 
[解答欄] 

 

 
[問題 6] 

次のグラフで，中小企業にあたるのは A，B のどちらか。 
 
 
 
 
 
[解答欄] 

 

 
[問題 7] 

企業には，大企業と中小企業がある。 
右の図は，中小企業の日本経済にしめる割合について， 
事業所数，従業者数，出荷額を示したものである。 

Ⅰ～Ⅲは，それぞれ事業所数，従業者数，出荷額のうちのどれか。 
[解答欄] 

Ⅰ  Ⅱ  Ⅲ  

 
[問題 8] 

日本の産業の問題点について，次の各問いに答えよ。 
(1) 海外への工場の移転によって，国内の製造業の生産や雇用の減少が起こり，産業がおとろえることを

産業の何化とよぶか。 
(2) なぜ，工場の海外移転が多くなっているのか。 
[解答欄] 

(1)  (2)  
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